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 研究要旨：欧米でクローン病小腸病変評価の主流となりつつある MRE と、本邦で開発されたバルーン

小腸内視鏡の所見を比較し、相補的な画像診断法である両検査法により、クローン病診療の最適化に寄

与するクローン病小腸病変モニタリングストラテジーを検討していく。また MRE によるクローン病鑑別

診断も検討し、クローン病新小腸内視鏡スコアを世界に提案していく。 
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A. 研究目的 

クローン病(CD)小腸病変に対する画像診断は、

欧米では MRI(MRE)による評価が主流となってき

ており、MRE と内視鏡所見の相関性に関する報告

や MRE を含んだ CD disability index などが出て

きている。クローン病小腸病変は大腸病変に比べ、

臨床的活動性や炎症反応値との相関性が低く、そ

の掌握には緻密な画像診断を要する。また近年関

心が高まっている粘膜治癒がMREでどの程度正確

に評価できるのかにも検討の余地がある。 

バルーン小腸内視鏡が開発された本邦から、小

腸内視鏡所見と MRE 所見の比較検討を行い、相補

的検査法である両検査法を組み合わせた CD 小腸

病変診断ストラテジーを構築し、至適治療方針に

つなげていく必要がある。また MRE により、どの

程度 CD の（鑑別）診断が可能なのか、アトラス

作成を通して検討していく。更に、現存する CD

内視鏡スコアには幾つかの課題が指摘されてお

り、新 CD 小腸内視鏡スコアを作成し、その評価

も行っていく。これらの取組は、CD 患者の入院や

手術の責任病変であることが多い CD 小腸病変の

適切なコントロールに寄与し、厚生労働行政的に

も意義ある課題である。 

 

B. 研究方法 

 UMIN 登録（UMIN000011250）を行い、2013 年末



より各施設でMREとバルーン小腸内視鏡を施行し

た症例の集積を feasibility study として開始し

た。2014 年８月に症例エントリーを終了した。今

後、feasibility study のデータ解析、論文化を

行っていく。 

 また 2016 年 1月を目標に一般医向け MRE アト

ラスの作成を行う。新内視鏡スコアは今回の

feasibility study の結果を検討して改定し、次

相の study に用いると共に、別途 validation 

study を検討する。また次相では、炎症最強点を

内視鏡的にモニタリングする方途とMREにより広

範囲をモニタリングする方途を比較検討も行う

予定である。 

（倫理面への配慮） 

本研究は各研究参加施設の倫理委員会の承認

を得て、参加者にインフォームド・コンセントを

得て施行する。 

 

C. 研究結果 

2014 年８月に症例エントリーを終了し、51 例

を集積した。世界で最も頻用されている MRE スコ

アである MaRIA score と新内視鏡スコアを検討し

たところ、相関を認めた（r=0.610, p<0.001）。

また新内視鏡スコアと SES-CD をブラインドでス

コアリングし、検討したところ、強い相関を認め

た（r=0.762, p<0.001）。 

 

D. 考察 

 本 study の進行とともに、国内における MRE の

普及にも寄与して参りたい。今後は、新内視鏡ス

コアについて欧米と連携を取りつつ、両検査法と

便中カルプロテクチンの比較検討も行って参り

たい。 

 

E. 結論 

 新 CD 内視鏡スコアは、SES-CD や MaRIA score

との相関を認めた。 

 

F. 健康危険情報 

 なし 

 

G. 研究発表 

１.論文発表 
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２.学会発表 
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H. 知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

１．特許取得 

 なし 

２．実用新案登録 

 なし 

３．その他 

なし 

 

 


